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「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
で
省
力
化

　

農
業
の
競
争
力
を
高
め
、
魅
力
あ
る

産
業
に
す
る
と
同
時
に
、
農
業
者
の
意

欲
と
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
重
労
働

と
言
わ
れ
る
農
作
業
の
手
間
や
労
力
の

削
減
、
き
め
細
か
な
栽
培
管
理
な
ど
が

重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
農
作
業
や
栽
培
管
理
を
効

率
的
に
行
え
る
と
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
端

技
術
と
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
肥

料
や
水
量
の
調
節
な
ど
と
い
っ
た
農
業

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
み
合
わ
せ
た「
ス

マ
ー
ト
農
業
」
で
す
。

農
業
人
口
の
減
少
が
深
刻
化

　

農
業
は
、
私
た
ち
の
食
生
活
を
支
え

る
重
要
な
存
在
で
す
。
し
か
し
、
近
年

は
農
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
労

働
力
不
足
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
小
浜
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
右
図
の
通
り
、
20
年
間
で

農
業
人
口
が
約
67
％
減
少
し
、
高
齢
化

率
が
約
23
％
進
行
。
長
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
引
き
継
が
れ
な
く
な
っ
た
り
、
耕
作

放
棄
地
が
増
え
た
り
と
、
農
業
の
継
続
・

発
展
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
年
間
の
実
証
実
験
を
実
施

　

小
浜
市
で
は
、国
が
進
め
る「
ス
マ
ー

ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
採
択

を
受
け
て
、
京
都
大
学
・
東
京
大
学
・

小
浜
市
・
若
狭
の
恵
な
ど
で
つ
く
る
実

証
チ
ー
ム
が
、
令
和
元
年
度
か
ら
２
年

間
、
宮
川
地
区
で
実
証
実
験
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

実
験
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
使
っ
て
、
作
業
に
か
か
っ
た
時
間
や

肥
料
の
使
い
方
、
作
物
の
生
育
状
況
や

収
穫
量
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
収
集
。

　

集
め
た
デ
ー
タ
を
元
に
、
効
率
的
な

　市では、ロボットや I
アイオーティー

oT ※、ドローンなどの先端技術と、これま
で培われてきた農業技術を組み合わせ、データを分析して栽培など
に生かしていく新しい農業＝スマート農業に取り組んでいます。
　今月は、スマート農業の本格導入に向けた２年間の実証実験の成
果や、今後の展望について特集します。

無人で走行するロボットトラクタ（右）。人が操縦するトラクタ（左）

とともに、１つの水田を耕すことで、人手や作業時間が削減できる。

作
業
計
画
や
肥
料
管
理
を
行
う
こ
と

で
、
作
業
員
の
技
術
や
経
験
に
関
わ
ら

ず
、
高
度
な
栽
培
管
理
が
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
の
導
入

な
ど
に
よ
る
徹
底
し
た
手
間
や
労
力
の

削
減
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
品
質
の
見
え

る
化
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
実
験
期
間

が
終
了
し
た
現
在
も
続
い
て
お
り
、
今

後
も
継
続
的
な
業
務
改
善
や
生
産
性
の

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

圃
ほ

場や品種ごとに、作業の計画や実績、収量などをデータと
して記録し分析することで、成果を見える化し、改善に活用

コメの成分を計測し、おいしさを数値化する「食味分析器」。
作業履歴などのデータと合わせ、品質の向上・安定につなげる

先端技術を活用した

スマート農業への取り組み

※ IoTとは
　 「モノのインターネット（Internet of Things）」の略。

　自動車や家電、エアコンなど、さまざまなモノにインターネット

　を経由した通信機能を持たせ、遠隔操作などを可能にする技術
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■年齢別農業就業人口（小浜市内） ※出典：農林業センサス

65 歳以上
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収穫作業と同時に作物の食味成分や収量を自動で測
定する機能を持つコンバインでコメを収穫

■問い合わせ　農政課☎︎ 64・6023

約 67％減
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効
果
や
課
題
を
明
ら
か
に

　

実
証
実
験
で
は
、
定
期
的
に
振
り
返

り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
導
入
で
得
ら
れ
た
効
果

や
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
な
ど
を
関
係

者
間
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
と

し
て
の
方
針
を
常
に
修
正
・
共
有
し
ま

し
た
。

課
題
の
解
決
と
今
後
の
展
望

　

国
で
は
、
こ
う
し
た
費
用
対
効
果
な

ど
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
導
入
効
果
を
分
析
す
る
と
と

も
に
、
初
期
導
入
費
用
を
低
減
す
る
た

め
の
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
育
成･

普

及
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
農
地
の
集
積
・
集

約
化
や
土
地
改
良
に
よ
る
生
産
規
模
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
規
模

拡
大
に
は
収
量
や
品
質
を
維
持
す
る
た

め
の
徹
底
的
な
生
産
管
理
が
必
要
で
、

実
現
に
は
多
く
の
デ
ー
タ
の
収
集
と
活

用
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
農
業

＝
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
を
進
め
る
と

同
時
に
、
実
践
を
通
じ
て
デ
ー
タ
の
活

用
方
法
を
学
べ
る
研
修
会
な
ど
開
き
、

こ
れ
ま
で
の
実
験
で
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
や
取
り
組
み
を
共
有
し
な
が
ら
、
地

域
農
業
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
農
業

を
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
研み

が

き
、
若
く

て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
が
活
躍
で
き
る

場
の
創
出
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

実
証
実
験
の
成
果

①
収
穫
量
と
味
の
向
上
を
両
立

　

圃ほ

場
ご
と
の
収
穫
量
や
品
質
の
デ
ー

タ
を
活
用
し
、
肥
料
の
与
え
方
の
見
直

し
や
、
成
果
の
見
え
る
化
に
よ
る
社
員

の
意
識
改
革
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、

収
穫
量
・
品
質
と
も
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

収
穫
量
に
つ
い
て
は
、
コ
メ
の
平
均

収
穫
量
が
実
験
前
に
比
べ
て
約
10
％
向

上
し
ま
し
た(

図
１)

。

　

味
に
つ
い
て
も
、
実
験
期
間
中
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
平
均
食
味
ス
コ
ア
※
が
約
２
％

向
上
し
、
お
お
む
ね
80
点
を
獲
得
す
る
な

ど
、
高
い
評
価
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

※
平
均
食
味
ス
コ
ア　

コ
メ
の
外
観
、
香

　

り
、
味
、
硬
さ
、
粘
り
の
５
項
目
と
総

　

合
評
価
を
、
分
析
器
の
メ
ー
カ
ー
が
独

　

自
に
数
値
化
し
た
も
の
。
60
点
以
上
が

　
「
普
通
」、
70
点
以
上
が
「
や
や
良
い
」、

　

80
点
以
上
が
「
良
い｣

と
な
る

②
作
業
時
間
を
削
減

　

工
程
別
の
労
働
時
間
を
デ
ー
タ
化
し

て
作
業
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

コ
メ
生
産
の
作
業
時
間
が
、
15
㌶
以
上

あ
る
大
規
模
経
営
層
の
全
国
平
均
と
比

べ
て
、
約
50
％
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
（
図
２
）。

実
験
前

実
験
後

0 100 300 400 500

■図１ コメの平均収穫量（水稲全体）
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■図 2 コメ生産の作業時間（水稲全体）
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実証チームのメンバーが集まり、春や秋
の収穫作業後に効果や課題を振り返る

　

振
り
返
り
で
は
、
農
作
業
の
自
動
化

や
デ
ー
タ
共
有
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業

の
効
果
が
実
感
さ
れ
る
一
方
で
、
機
器

の
初
期
導
入
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と

や
導
入
に
よ
る
費
用
対
効
果
と
い
っ
た

経
営
面
で
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
分
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
普

及
に
向
け
た
課
題
も
明
ら
か
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

先端技術を活用したスマート農業への取り組み

　

ス
マ
ー
ト
農
業
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト

ラ
ク
タ
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
農
機
を
用
い

る
こ
と
で
、
よ
り
少
な
い
人
数
で
農
作

業
を
行
え
る
、
地
形
が
複
雑
な
圃ほ

場
で

も
自
動
運
転
で
苗
を
ま
っ
す
ぐ
植
え
ら

れ
る
な
ど
、
作
業
者
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

一
方
、
実
証
実
験
で
は
、
作
業
の
前

に
、
デ
ー
タ
蓄
積
の
土
台
と
な
る
位
置

情
報
を
取
得
す
る
た
め
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
電

源
を
入
れ
忘
れ
る
と
い
っ
た
、
従
来
農

業
で
は
生
じ
な
い
人
為
的
ミ
ス
が
発
生

す
る
な
ど
、
特
有
の
課
題
も
浮
き
彫
り

に
な
り
、
改
善
に
向
け
て
試
行
錯
誤
の

日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
生
産
現

場
で
の
活
用
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

将
来
的
に
は
、
販
売
現
場
で
も
活
用
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
売
れ
行
き
が
良
い
商
品
の

生
産
デ
ー
タ
を
た
ど
る
こ
と
で
、
よ
り

市
場
価
値
の
高
い
作
物
の
作
り
方
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
、
効
率
的
な
収

益
の
向
上
が
見
込
め
ま
す
。
ま
た
、
お

い
し
さ
を
数
値
化
し
た
食
味
ス
コ
ア
や
、

生
産
過
程
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出

量
な
ど
環
境
へ
の
影
響
と
い
っ
た
デ
ー

タ
が
、産
地
や
品
種
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
に
並
ぶ
「
新
た
な
付
加
価
値
」
と
な

る
可
能
性
も
秘
め
て
い
ま
す
。　

ス
マ
ー
ト
農
業
が
創
出
す
る
新
た
な
価
値

　

従
来
の
農
業
は
、
作
物
と
い
う
生
き

物
を
相
手
に
す
る
こ
と
や
、
気
候
な
ど

の
不
確
定
要
素
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
工
業
製
品
な
ど
に
比
べ
て
「
や
っ

て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
」
と
い
う

部
分
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
こ
の
「
や
っ
て

み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
」
部
分
を
、

デ
ー
タ
の
蓄
積
と
分
析
に
よ
り
可
視
化

す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
作
業
や
、
作

物
の
品
質
・
収
量
の
安
定
化
と
い
っ
た

改
善
に
つ
な
げ
ら
れ
る
の
が
利
点
で
す
。

　

実
証
実
験
で
は
、
圃
場
ご
と
に
、
日
々

の
進
捗
や
気
候
、「
ど
ん
な
肥
料
を
ど
れ

だ
け
使
っ
た
か
」
と
い
っ
た
作
業
履
歴

な
ど
の
情
報
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
記
録
し
、
全
員
が
共
有
。
天
候
や

進
捗
に
合
わ
せ
て
作
業
を
修
正
す
る
な

ど
活
用
さ
れ
、
現
場
か
ら
は
「
次
に
何

を
す
べ
き
か
分
か
り
や
す
い
」「
む
だ
な

時
間
が
な
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
に
若
い
世
代
に
は
、「
自
分

た
ち
が
最
先
端
の
農
業
に
携
わ
っ
て
い

る
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
感
が
あ
る
」
と
、

意
欲
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
・
高

齢
化
が
予
想
さ
れ
る
10
年
後
、
20
年
後

を
見
据
え
て
、本
実
験
で
得
ら
れ
た
「
宮

川
モ
デ
ル
」
を
広
げ
、
多
様
な
世
代
が

農
業
に
携
わ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
で
多
様
な
世
代
が
関
わ
る
仕
組
み
を

東京大学大学院　農学生命科学研究科
農業経営学研究室

八
や ぎ

木 洋
ひろのり

憲  准教授

京都大学大学院　農学研究科
フィールドロボティクス分野

飯
い い だ

田 訓
みちひさ

久  教授

約 10％増

約 50％減

420

461

13.86

6.59

Interview
インタビュー

Interview
インタビュー

実証チームにおいて主導的な役割を担った人たちに話を聞きました



【４階】健康づくり・介護予防・
　　　  地域交流フロア

ジムやサロンなどを通じた健康づくり・介護予防を行うフロアです。市民

の憩いと交流の場としても活用します。

▶主な施設

　フィットネスジム、ふれあいサロン・

　スタジオ、まちなかサロンなど

【３階】子育てフロア 親子の交流事業や乳幼児の一時預かり、子育て相談など、子育て世代への

支援を行うフロアです。

▶主な施設

　子育て支援センター、一時預かりルー

    ムなど

【２階】保健・地域交流フロア
乳幼児健診や成人の特定健診などの保健事業を行うフロアです。研修会や

各種教室、講演会などの開催や、地域交流にも活用します。

▶主な施設

　診察室、視覚検査室、栄養指導室、調理実習室、ホールなど

【１階】行政フロア 子どもや高齢者に関する福祉相談窓口や手続きなど、健康・福祉部門の行

政機能を集約したフロアです。

▶主な施設

　事務室、相談室、研修室、会議室など
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整
備
事
業
の
概
要

　

新
施
設
は
、
地
上
４
階
建
て
、
延
べ

床
面
積
約
２
８
２
８
㎡
（
現
在
の
施
設

の
お
よ
そ
２
・
３
倍
）
で
、
保
健
、
子

育
て
支
援
、
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
、

地
域
交
流
と
い
っ
た
機
能
を
集
約
し

た
施
設
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
南

川
町
）
の
施
設
老
朽
化
に
伴
う
建
て
替

え
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 　

令
和
５
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
る
「
新
・
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
施
設
の
概

要
や
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

現
在
の
駐
車
場
敷
地
に
建
設

　

新
施
設
は
、
現
在
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
て
い
る

敷
地
に
建
設
し
ま
す
。

　

現
在
の
施
設
は
解
体
し
、
跡
地
は
新

施
設
の
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
ま
す

（
左
図
参
照
）。

新・健康管理センターの建設工事が始まります
■問い合わせ　高齢・障がい者元気支援課☎︎ 64・6014

完成イメージ図

若狭図書学習センター駐車場

いちせ

クリニック

新
・
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

事業概要

敷地面積 4,320.75㎡

建築面積 823.84㎡

延べ床面積 2,828.14㎡

駐車台数 87 台

総事業費 約 14 億円

※備品・維持管理費用は除く

今後の工事予定

は工事期間  

新旧施設の位置図

現在の健康管理センター
（解体後は駐車場）

年度 令和３ 令和 4 令和５

月 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

新
施
設
の

建
設
工
事

一
部
供
用
開
始

供
用
開
始

周
辺
工
事

（
外
構
工
事
）

現
施
設
の

解
体
工
事

【凡例】

… 施設敷地

… 建物など

… 道路

⬆至 南川大橋

新・健康管理センターでは、子育てや健康づくり・介護予防などの多様

な機能を充実させます。各階の主な施設・機能を紹介します。
施設の紹介
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16
歳
未
満
の
人
の
接
種 

に
つ
い
て

新型コロナウイルス感染症　ワクチン接種関連情報

　

市
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
満
12
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
、
順
次
接
種
を
進
め
て
い
ま
す
。
対
象
者
の
う
ち
、
16
歳
未

満
の
人
の
接
種
に
は
、
い
く
つ
か
の
注
意
点
が
あ
り
ま
す
。

接
種
で
き
る
人

▼
接
種
を
希
望
し
、
保
護
者
の
同
意

　

を
得
た
12
歳
〜
15
歳
の
人

※
今
年
度
中
に
満
12
歳
を
迎
え
る
対

　

象
者
に
は
、
市
か
ら
順
次
接
種
券

　

を
郵
送
し
ま
す

保
護
者
の
同
意

▼
12
歳
〜
15
歳
の
人
が
接
種
を
受

　

け
る
場
合
は
、 

保
護
者
の
同
意

　

が
必
要
で
す
。
予
診
票
の
署
名

　

欄
に
、
必
ず
保
護
者
の
氏
名
を

　

自
署
し
て
く
だ
さ
い
。
署
名
が

　

な
け
れ
ば
、
接
種
は
受
け
ら
れ

　

ま
せ
ん
。

保
護
者
の
同
伴

▼
12
歳
の
小
学
生
が
接
種
を
受
け
る

　

場
合
は
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し

　

て
く
だ
さ
い
。同
伴
が
な
け
れ
ば
、

　

接
種
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
12
歳
〜
15
歳
の
中
学
生
等
（
16
歳

　

未
満
の
高
校
生
な
ど
も
含
む
）
に

　

つ
い
て
も
、
保
護
者
の
同
伴
が
望

　

ま
し
い
で
す
が
、
同
伴
無
し
で
接

　

種
を
受
け
る
場
合
は
、
予
診
票
の

　

電
話
番
号
欄
に
、
必
ず
保
護
者
と

　

連
絡
の
つ
く
電
話
番
号
を
記
入
し

　

て
く
だ
さ
い
。

県
の
大
規
模
接
種
も
利
用
可
能
に

　

モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
対
象
が
「
12
歳
以
上
」
に
拡
大

さ
れ
た
た
め
、
12
歳
〜
15
歳
の
人

も
県
の
大
規
模
接
種
を
予
約
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
、
県
の

集
団
接
種
は
モ
デ
ル
ナ
社
製
の
ワ
ク

チ
ン
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
必
ず
、

１
回
目
・
２
回
目
と
も
同
じ
種
類
の

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
接
種
分
の
新
規
予
約
に
つ
い
て
、
８
月
16
日
㊊
か
ら
、
左
の

通
り
受
け
付
け
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
量

の
目
途
が
つ
き
次
第
、
順
次
、
公
表
し
ま
す
。

対
象
者

接
種
券
が
交
付
さ
れ
て
い
る
満
12
歳

以
上
の
人

予
約
対
象
期
間

９
月
30
日
㊍
ま
で
（
個
別
接
種
の
み
）

※
予
約
は
原
則
的
に
、
１
回
目
と
２
回

　

目
（
お
お
む
ね
３
週
間
後
）
を
同
時

　

に
予
約
し
ま
す
。
た
だ
し
、２
回
目
が

　

10
月
に
な
る
場
合
は
、
１
回
目
の
み

　

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
２
回
目
は
市

　

で
調
整
し
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す

※
10
月
以
降
接
種
分
は
、
ワ
ク
チ
ン
の

　

供
給
状
況
に
応
じ
て
順
次
、
実
施
し

　

ま
す
。
決
定
次
第
、
市
Ｈ
Ｐ
や
防
災

　

行
政
無
線
な
ど
で
、
速
や
か
に
お
知

　

ら
せ
し
ま
す

接
種
会
場

　

市
の
指
定
医
療
機
関
（
一
覧
は
接
種

　

券
に
同
封
の
チ
ラ
シ
を
参
照
）

今
後
の
接
種
予
定 

に
つ
い
て

■問い合わせ　小浜市新型コロナワクチン接種対策チーム☎ 64・5654

予
約
方
法

①
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約

Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
サ
イ
ト
（https://jum

p.m
rso.jp/182044/

）
か
ら
予
約

※
田
中
病
院
は
、16
時
〜
17
時
に
直
接
、

　

電
話
で
予
約
（
☎
56
・
５
３
５
３
）

②
電
話
予
約

　

市
の
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
64
・

　

５
６
５
４
ま
で
電
話

※
電
話
予
約
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す

ＷＥＢ予約はこちら

◀スマートフォン用
　QRコード

▼パソコンは市HPのバナーから

みんなで考えてみませんか「男女共同参画」

　

男
女
が
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
家

庭
、
職
場
、
地
域
、
学
校
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
、
性
別
に
関
わ
ら
ず

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
喜

び
や
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で

き
る
社
会
で
す
。

　
「
性
別
」
に
よ
っ
て
一
人
ひ
と
り
の

考
え
方
や
行
動
を
決
め
つ
け
る
の
で
は

な
く
、
自
分
自
身
や
互
い
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
治
会
活
動
の
企
画
や
決
定
の
場
に

女
性
が
少
な
か
っ
た
り
、
男
性
に
社
会

的
な
大
き
な
責
任
が
か
か
る
こ
と
が
多

か
っ
た
り
と
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
、
性

別
に
よ
る
不
平
等
感
を
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

私
た
ち
は
、
無
意
識
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
※

に
縛
ら
れ
た
発
言
や
行
動
を
し
て
し
ま

う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー
　
昔
か
ら
あ
る
「
男
は
こ
う

　
あ
る
べ
き
、
女
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い

　
う
固
定
観
念
や
文
化
に
よ
っ
て
、
い
つ
の

　
間
に
か
作
り
上
げ
ら
れ
た
性
差
の
こ
と

な
ぜ
男
女
共
同
参
画
が
必
要
で
す
か

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
は

　
「
女
性（
男
性
）は
こ
う
い
う
も
の（
こ

う
あ
る
べ
き
）」
と
い
う
考
え
方
は
、
一

歩
間
違
う
と
自
分
だ
け
で
な
く
、
周
り

の
人
た
ち
の
行
動
や
生
き
方
を
制
限
し
、

個
性
や
能
力
を
発
揮
し
づ
ら
く
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
少
し
の
心
が
け
や
取
り

組
み
が
大
切
で
す
。
家
庭
、
地
域
、
職

場
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
で
き
る

こ
と
を
考
え
、
行
動
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

　

家
族
の
あ
り
方
や
個
人
の
価
値
観
が

多
様
化
す
る
現
代
社
会
の
中
で
、
性
別

に
よ
る
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　毎月１日は「家庭と仕事の両立の日」
　家庭・地域・学校・職場で、誰もが能力を発揮できる社会を目指しましょう！

問い合わせ
広報・デジタル推進課☎ 64・6009

第３次おばま男女共同参画
プランをつくりました

　「みんなで支え合い、誰もがいきいきと活躍できるまち おばま」
の実現を目指して、本市での取り組みを計画的に推進するためのプ
ランをつくりました。【計画期間：令和３年度〜令和 12 年度の 10 年間】

基本
方針１
互いに人権を尊重し合い、多様
性を認め合う意識をつくる

→家庭・地域での慣習の見直し
→多様性についての理解促進

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生
活の調和）を推進し、誰もが個性や
能力に応じ活躍できる社会をつくる

→働く場・地域における女性の
　活躍推進

地域で支え合い、誰もが健康で
安心できる暮らしをつくる

→ともに思いやる健康づくり
→高齢者・障がい者の自立生活
　支援

DV（配偶者などからの暴力）
の根絶、防災体制の整備など充
実した支援体制をつくる

→人権意識の高揚
→男女共同参画の視点による避
　難所の環境整備

SDGs（持続可能な開発目標）
の理念を踏まえた男女共同参画
社会の実現を目指す

→地域および事業所における組
　織・機能強化

計画の詳しい内容は、市公式

Ｈ P（下の QR コード）を参

照してください

みんなが尊重しあう みんなが活躍する みんなが心豊かに過ごす
基本
方針２

みんなで守る
基本
方針４

基本
方針３

みんなで進める
基本
方針５
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市赤十字奉仕団が被災者支援のために集めた義援金
を日本赤十字社小浜支部に手渡す（市庁舎・7月27日）

温かい気持ちを被災者へ

加斗小学校の 5・6年生児童が島に自生するナタ
オレノキなどの植物観察を実施（蒼島・7月16日）

天然記念物を探索 小浜地区で「夏休みふれあいミニまつり」が開催され、来場
者が輪投げなどを楽しむ（若狭ふれあいセンター・7月 31日）

地区民の手で子どもたちに楽しみを

市に縁のある４事業者が催し「Ｍ
ま つ り

ＡＴＳＵＲＩっぽいやつ」
を行い、ポストカード作りなどを企画（駅前町・7月 18日）

ふらっと来てもらえる催しを

擬似聖火リレーを体験
聖火ランナーを務めた卒業生の廣

ひろせ

瀬友
ゆ き

紀さんと児童
たちがトーチをつなぐ（中名田小学校・7月 20日）

市と（株）日本政策金融公庫福井支店農林水産事業、福
井県農業協同組合の３者で覚書を締結（市庁舎・7月28日）

農業の持続的な発展に向けて連携協力
六
みなつきはらえ

月祓神社の例祭で厄を落とし健康などを祈願す
る「茅の輪くぐり」が営まれる（津島・7月 25日）

茅
ち

の輪
わ

をくぐって厄払い

松永地区で「生きもの教室」が開かれ小学生 20
人が地元の豊かな自然を学ぶ（上野・7月 31日）

水路に暮らす生物を調査

お祭り気分を満喫
保護者らが発案した「やまなみなつまつり」で園児らが
射的などの「夜店」を楽しむ（やまなみ保育園・7月 16日）

若狭高校所有の小型実習船「雲
うんりゅうまる

龍丸」で親子連れ
などが舵

かじ

の操作などを体験（若狭湾海上・8月 1日）

体験航海で船や海の魅力を学ぶ
市子ども会育成連合会が北欧発祥のスポーツ「モ
ルック」のルールを学ぶ（働く婦人の家・7月17日）

子ども会活動の活性化を目的に研修

５月に国富地区で生まれた幼鳥３羽に特別住民票が
交付され地区住民らが愛称を命名（市庁舎・7月29日）

コウノトリが「市民」に



　

す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
が
家
族
・
旧

　

友
・
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
し
っ　

　

か
り
考
え
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す

　

き
っ
か
け
と
す
る
た
め
。

■
飲
酒
や
喫
煙
な
ど
が
可
能
に
な
る
20
歳

　

に
お
い
て
、
一
般
の
成
人
と
同
じ
権
利

　

を
行
使
し
、
義
務
を
負
う
自
覚
を
促
す

　

機
会
と
す
る
た
め
。

※
式
典
の
名
称
は
、
令
和
３
年
度
の
成
人

　

式
実
行
委
員
会
で
意
見
を
募
り
、
決
定

　

し
ま
す

広報おばま　令和 3 . 9 ⓬⓭ 広報おばま　令和 3 . 9

小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP https://www1.city.obama.fukui.jp/ 

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報お
知
ら
せ

くらしの情報
掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります

■問い合わせ・申し込み
　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

■
市
立
図
書
館　

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

おばま児童文学会「風夢」の
おはなし会

とき　9 月 25 日㊏ 11 時〜

小
浜
西
組 

伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
は
現
状
変
更
行
為
に

許
可
が
必
要
で
す

 

文
化
交
流
課
☎
64
・
６
０
３
４

  おはなし会と作ってあそぼ！
 とき    9 月 11 日㊏ 11 時〜
 テーマ　あてっこしよう！
 内容　（１）おはなし
　　　「これ な〜んだ」
　　　「きんぎょがにげた」
　　　  （２）こうさく
　　　 ソーマトロープであそぼう

　

し
尿
を
処
理
し
た
後
に
で
き
る
「
乾
燥

肥
料
」
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
６
日
㊊
〜
30
日
㊍
の
う
ち
、　

　

平
日
９
時
〜
16
時

乾
燥
肥
料
の
無
料
配
布

衛
生
管
理
所
☎
52
・
１
５
２
２

　

放
課
後
、
仕
事
な
ど
で
保
護
者
が
家
庭

に
い
な
い
小
学
生
を
対
象
に
、
令
和
４
年

度
の
児
童
ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

小
浜
・
雲
浜
・
小
浜
美
郷
・
西

　

津
・
内
外
海
・
今
富
・
口
名
田
・
加
斗

　

の
各
児
童
ク
ラ
ブ

児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
入
会

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
な
ど
の
入
園

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

　

令
和
４
年
度
の
私
立
・
公
立
保
育
園
お

よ
び
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
園
部
・
幼
稚

募
集

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
そ
の
年
中

に
「
家
屋
滅
失
申
告
書
」
を
税
務
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
方
法　

税
務
課
に
備
え
付
け
、
ま　
　

　

た
は
市
公
式
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

し
た
「
家
屋
滅
失
申
告
書
」
を
税
務
課

　

に
提
出

※
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
を
基

取
り
壊
し
た
家
屋
は
あ
り
ま
せ
ん
か

税
務
課
☎
64
・
６
０
０
４

　

市
で
は
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税

の
適
正
な
課
税
の
た
め
、
家
屋
評
価
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
税
務
課
職
員
が
事
前
に

調
査
依
頼
の
連
絡
を
行
い
、
日
程
を
調
整

し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象　

令
和
３
年
１
月
１
日
以
降
に
新

　

築
ま
た
は
増
築
し
た
家
屋

家
屋
評
価
に
ご
協
力
を

税
務
課
☎
64
・
６
０
０
４

 　

小
浜
西
組
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
内
（
男
山
・
鹿
島
・
白
鳥
・
貴
船
・
浅
間
・

大
原
・
香
取
・
飛
鳥
な
ど
）
で
、
建
物
の

外
観
に
関
わ
る
も
の
な
ど
町
並
み
景
観
に

影
響
す
る
全
て
の
工
事
に
つ
い
て
、
事
前

に
「
現
状
変
更
行
為
許
可
申
請
書
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。

▼
提
出
方
法　

文
化
交
流
課
で
配
布
ま
た

　

は
市
公
式
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し　

　

た
申
請
用
紙
に
記
入
し
、
文
化
交
流
課

　

に
提
出

※
申
請
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、　

　

工
事
の
中
止
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す

成
年
年
齢
引
き
下
げ
後
の
成
人
式

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

　

民
法
改
正
に
伴
い
、
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
、
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
、
成
人

式
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
以
降
も
、
そ

の
年
度
中
に
20
歳
に
達
す
る
人
を
対
象
に

「（
仮
称
）
20
歳
の
つ
ど
い
」
と
称
し
て
、

式
典
を
開
催
し
ま
す
。

【
理
由
】

■
18
歳
と
な
る
年
度
は
、
大
学
受
験
や
就 

　

職
準
備
な
ど
将
来
に
関
わ
る
大
切
な
時　
　

　

期
で
あ
り
、
本
人
や
家
族
が
落
ち
着
い

　

た
環
境
で
成
人
を
祝
う
こ
と
が
難
し
く
、

　

進
学
や
就
職
で
親
元
を
離
れ
る
こ
と
に

　

よ
っ
て
、
経
済
的
な
負
担
が
大
き
く
な

　

る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
。

■
進
学
や
就
職
で
変
化
し
た
生
活
環
境
に

　

も
慣
れ
て
く
る
20
歳
と
な
る
年
度
に
、

　

ふ
る
さ
と
「
小
浜
市
」
で
式
典
を
開
催

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
」に
関
す
る
一
連
の
報
道
を
受
け
、

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
」
に
よ
る
市
税
・
上

下
水
道
料
金
の
納
付
を
一
時
停
止
し
て
い

ま
し
た
が
、
利
用
を
再
開
し
ま
し
た
。

「
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐペ

イ
ａ
ｙ
」
に
よ
る

市
税
な
ど
の
納
付
を
再
開

税
務
課
☎
64
・
６
０
０
５ 

上
下
水
道
課
☎
64
・
６
０
２
８

　

準
と
し
て
、
家
屋
の
所
有
者
に
課
税
さ　

　

れ
ま
す
。
届
け
出
が
な
い
場
合
、
取
り

　

壊
し
た
家
屋
に
課
税
さ
れ
る
原
因
に
な

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※
毎
年
度
、
納
税
通
知
書
と
一
緒
に
課
税　

　

明
細
書
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
す

　

で
に
取
り
壊
し
た
家
屋
が
引
き
続
き
課

　

税
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
届
け
出
を

　

行
っ
て
く
だ
さ
い

※
滅
失
登
記
を
行
っ
た
場
合
は
、
届
け
出

　

不
要
で
す

　

ふ
く
い
女
性
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
仕
事
に
関
す
る
不
安
解
消
や
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
、
子
育
て
の
悩
み
、
就
職
な
ど

に
つ
い
て
、「
働
き
た
い
」
女
性
を
応
援

す
る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　
９
月
１
日
㊌
10
時
30
分
〜
15
時

　

30
分

　

以
降
、
原
則
第
１
水
曜
日
に
実
施
（
11

　
月
の
み
第
２
水
曜
日
）

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家
（
大
手
町
）

▼
料
金　

無
料
、
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ　

ふ
く
い
女
性
活
躍
支
援　

　

セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
６
・
41
・
４
２
４
４

女
性
の
た
め
の
出
張
就
業
相
談
会

広
報
・
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

　

市
で
は
、
市
営
公
園
24
カ
所
、
市
営
体

育
施
設
６
カ
所
の
管
理
運
営
を
行
う
指
定

管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
指
定
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
〜
令

　

和
９
年
３
月
31
日
（
５
年
間
）

▼
応
募
期
間　

９
月
中
に
市
公
式
Ｈ
Ｐ
で

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
応
募
方
法　

申
請
書
類
を
都
市
整
備
課

　

に
提
出

園
部
）
な
ど
の
入
園
申
し
込
み
受
付
を
開

始
し
ま
す
。育
児
休
業
が
明
け
る
な
ど
で
、

年
度
途
中
の
入
園
を
希
望
す
る
人
も
、
期

間
中
に
必
ず
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

９
月
１
日
㊌
〜
10
月
１
日
㊎

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
対
象
園　

私
立
・
公
立
保
育
園
お
よ
び

　

認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
園
部
・
幼
稚
園

　

部
）

▼
申
込
方
法　

申
込
書
と
必
要
添
付
書

　

類
（
就
労
証
明
書
や
状
況
に
応
じ
た

　

証
明
書
な
ど
）
を
提
出

▼
申
込
書
配
布
お
よ
び
申
込
先

　

①
子
ど
も
未
来
課

　

②
対
象
園

　

③
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
（
③
は
申
込
書
配
布
の
み
）

※
園
の
見
学
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
市

　

子
育
て
支
援
サ
イ
ト
「
す
く
す
く
お
ば

　

ま
っ
子
」
を
参
照
も
し
く
は
、
近
く
の　

　

園
ま
た
は
子
ど
も
未
来
課
へ
問
い
合
わ　

　

せ
て
く
だ
さ
い

▼
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
〜
令
和
５

　
年
３
月
31
日

▼
開
設
日　

毎
週
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

　

ま
で
（
祝
日
を
含
む
。
た
だ
し
、
５
月

　

３
日
〜
５
日
、
８
月
13
日
〜
15
日
、

　

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

※
土
曜
日
・
祝
日
の
利
用
は
随
時
申
請
が
必
要

▼
定
員　

各
19
〜
40
人
程
度

▼
料
金　

月
８
０
０
０
円

　

※
ひ
と
り
親
家
庭
は
月
５
５
０
０
円

▼
受
付
期
間　
９
月
１
日
㊌
〜
10
月
１
日
㊎

　
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　

法
律
や
こ
こ
ろ
の
健
康
、ひ
き
こ
も
り
、

介
護
、
子
育
て
、
自
立
生
活
に
向
け
た
生

活
困
窮
者
の
就
労
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

専
門
家
が
個
別
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
11
日
㊏
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
四
谷
町
）

▼
料
金　

無
料
、
要
事
前
予
約

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

若
狭
健
康　

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
１
３
０
０

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
１
３
０
０

中
小
企
業
の
退
職
金

国
の
制
度
が
サ
ポ
ー
ト

商
工
観
光
課

▼
と
こ
ろ　

衛
生
管
理
所
（
荒
木
）

※
乾
燥
肥
料
の
臭
い
に
対
す
る
苦
情
が
寄　

　

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
開
封
後
は
早
め
に

　

散
布
し
、
必
ず
覆ふ

く
ど土
し
て
く
だ
さ
い
。

　

野
外
保
管
の
際
は
必
ず
シ
ー
ト
な
ど
で

　

覆
い
、
周
辺
住
民
へ
の
配
慮
を
お
願
い

　

し
ま
す

市
営
公
園
・

市
営
体
育
施
設
指
定
管
理
者

都
市
整
備
課
☎
64
・
６
０
２
５
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い
き
い
き
健
診（
生
活
習
慣
病
検
診
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

９
月
28
日
㊋
文
化
会
館
（
大
手
町
）

▼
内
容　

特
定
（
基
本
）
健
診
、
が
ん
検

　

診
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
頸
）、

　

骨
検
診

▼
対
象

　
【
特
定
（
基
本
）
健
診
】
40
歳
〜
74
歳
の

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
39
歳
以
下
の

　

市
民
、
社
会
保
険
被
扶
養
者

　
【
が
ん
検
診
】
20
歳
〜
74
歳
の
各
種
が

　

ん
検
診
対
象
年
齢
の
人

▼
申
込
期
限　

検
診
日
の
10
日
前（
定
員
有
）

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
64
・
６
０
１
５

　

年
齢
を
重
ね
、
筋
力
・
認
知
機
能
・
社

会
と
の
つ
な
が
り
と
い
っ
た
心
身
の
活
力

が
低
下
し
た
状
態
を
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い

い
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
の
兆
候
を
早
期
に
発
見
し
、

日
常
生
活
を
見
直
す
な
ど
対
処
を
す
れ

ば
、
フ
レ
イ
ル
の
進
行
を
抑
制
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
自
分
の
健
康
状

態
や
日
々
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き　

９
月
28
日
㊋
９
時
30
分
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜（
遠

　

敷
）

▼
内
容　

筋
肉
量
と
口
腔
機
能
の
測
定
を　
　

　

し
て
、
フ
レ
イ
ル
の
兆
候
を
確
認
し
ま

　

す
▼
対
象　

65
歳
以
上
の
人

▼
定
員　

先
着
20
人

▼
申
し
込
み　

９
月
１
日
㊌
〜
９
月
15
日

　

㊌
の
間
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
64
・
６
０
１
５
）
へ
電
話

　

現
在
介
護
中
の
人
、介
護
を
終
え
た
人
、

認
知
症
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
人
な
ど

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
９
月
４
日
㊏
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
大
手
町
）

▼
内
容　
「
終
活
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み

　

ま
せ
ん
か
」

▼
講
師　

和わ

だ田
誠ま

こ
と

さ
ん
（
終
活
ラ
イ
フ
ケ

　

ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

▼
料
金　

無
料
、
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ　

認
知
症
の
人
と
家
族
の

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
小
浜
の
つ
ど
い
」 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
コ
コ
カ
ラ
元
気
教
室
」
後
期

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
64
・
６
０
１
５

　

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
頻
度
が
減
り
、
つ
い

つ
い
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。
み
ん

な
で
参
加
し
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者　

65
歳
以
上
で
、
階
段
を
昇
り

 　

降
り
で
き
る
人

▼
内
容　

社
会
参
加
、
栄
養
、
口
腔
、
運

　

動
に
つ
い
て
学
び
、
体
を
動
か
し
ま
す

▼
対
象
地
区
お
よ
び
会
場

　

後
期
（
11
月
〜
３
月
／
全
９
回
）

　
【
小
浜
地
区
】
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｏ
（
津
島
）　

　
【
雲
浜
地
区
】
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ
ン

　

タ
ー
（
城
内
二
丁
目
）

　
【
西
津
地
区
】
西
津
公
民
館
（
北
塩
屋
）

　
【
遠
敷
地
区
】
サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜　

　
（
遠
敷
）

　
【
今
富
地
区
】
今
富
公
民
館
（
和
久
里
）

　
【
口
名
田
地
区
】口
名
田
公
民
館（
中
井
）

　
【
国
富
地
区
】
旧
国
富
小
学
校
（
栗
田
）

　
【
松
永
地
区
】
旧
松
永
小
学
校
（
上
野
）

▼
料
金　

２
５
０
円
（
１
回
あ
た
り
）

▼
定
員　

各
会
場
20
人
。
初
参
加
の
人
を

　

優
先
し
、
先
着
順

▼
申
込
期
間　

９
月
13
日
㊊
〜
24
日
㊎

▼
申
し
込
み　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
64
・
６
０
１
５
）
へ
電
話

▼
そ
の
他　
交
通
手
段
の
な
い
人
は
送
迎
可

ス
ポ
ー
ツ

弓
道
教
室

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

▼
と
き　

９
月
20
日
㊊
㊗
〜
10
月
21
日
㊍

　
の
う
ち
、
毎
週
月
・
木
曜
日
の
19
時
〜

　

21
時

　

※
全
10
回

▼
と
こ
ろ　

総
合
運
動
場
（
口
田
縄
）

▼
対
象　

高
校
生
以
上

▼
料
金　

１
５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

９
月
17
日
㊎

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
弓
道
協

　

会
森も

り
し
た下
さ
ん
☎
０
９
０
・
５
１
７
９
・

　

６
８
９
３

▼
と
き　

９
月
26
日
㊐
〜
10
月
31
日
㊐

　
の
う
ち
、
毎
週
日
曜
日
９
時
30
分
〜

　

11
時
30
分

　

※
全
６
回

　

※
雨
天
中
止
の
場
合
あ
り

▼
と
こ
ろ　

総
合
運
動
場
（
口
田
縄
）

▼
対
象　

小
学
生

▼
料
金　

１
５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

９
月
20
日
㊊
㊗

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ク
ラ
ブ
ア　

　

ル
タ
ス
事
務
局
☎
０
８
０
・
２
９
６
４
・

　

２
９
０
４
も
し
く
は
メ
ー
ルaltas.fc

　

@
gm

ail.com

小
学
生
テ
ニ
ス
教
室生涯

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

健
康
・
福
祉

　

会 

世
話
人 

森も
り

さ
ん
☎
67
・
２
３
４
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
お
持
ち
で
す
か
？

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
福
祉
課 
☎ 

64
・
６
０
１
７

３人に１人が
所有しています！

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
は
、
日
本
国
内
に
住
民
票
が

あ
る
す
べ
て
の
人
が
持
つ
、
12
桁
の
番
号
の
こ
と
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
顔

写
真
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
が
記
さ
れ
、
公
的

な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
確
定
申
告
な

　

市
で
は
、
各
地
区
公
民
館
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
申
請
が
で
き
る「
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
」（
予

約
制
）
を
行
い
ま
す
。

　

市
の
担
当
職
員
が
、
公
民
館
へ
出
向
き
、
顔
写
真

撮
影
や
申
請
内
容
の
記
入
を
支
援
し
ま
す
。
簡
単
に

手
続
き
で
き
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

【
日
程
・
会
場
】

　

９
月
８
日
㊌
若
狭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
日
吉
）

　

９
月
15
日
㊌
宮
川
公
民
館
（
加
茂
）

　

９
月
29
日
㊌
久
須
夜
交
流
セ
ン
タ
ー
（
阿
納
尻
）

　

い
ず
れ
も
９
時
30
分
〜
12
時

※
10
月
以
降
も
、
各
地
区
公
民
館
で
順
次
、
実
施
し

　

ま
す

【
持
ち
物
】

　

①
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
付
き
は
１
点
、
顔
写

　
　

真
が
無
い
も
の
は
２
点
用
意
）

　

②
通
知
カ
ー
ド
（
平
成
27
年
に
配
布
、
無
い
場
合

　
　

は
紛
失
届
を
記
入
）　

　

県
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を

し
た
人
に
、県
の
特
産
品
セ
ッ
ト（
２
０
０
０
円
相
当
）

を
贈
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

※
県
内
全
体
で
先
着
７
万
人
限
定

出張
申請

キャン
ペーン

カ
ー
ド
取
得
で
２
０
０
０
円
相
当
の

県
特
産
品
セ
ッ
ト
が
も
ら
え
ま
す

公
民
館
で
「
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
」
を

実
施
し
ま
す

【
対
象
者
】

　

令
和
３
年
５
月
１
日
以
降
に
交
付
申
請
し
た
人

　

※
す
で
に
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
、
随

　
　

時
応
募
で
き
ま
す

【
応
募
方
法
】

　

市
民
福
祉
課
窓
口
ま
で
、対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
を
持
参
し
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

※
令
和
３
年
４
月
30
日
ま
で
に
交
付
申
請
を
し
た

　
　

人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
人
は
、国
の

　
　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

特産品セットの一例

ど
の
公
的
な
手
続
き
を
行

う
際
に
必
要
な
「
電
子
証

明
書
」
な
ど
の
機
能
も
搭

載
さ
れ
て
お
り
、
全
国
で

約
３
人
に
１
人
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
ま
す
（
７
月
１
日
時
点
）。

　

こ
の
10
月
か
ら
は
、
事

前
に
登
録
す
る
こ
と
で
健

康
保
険
証
と
し
て
も
利
用

で
き
、
今
後
は
、
運
転
免

許
証
と
の
一
体
化
な
ど
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

さらに
便利に

健
康
保
険
証
や
運
転
免
許
証
と
の

一
体
化
を
予
定
し
て
い
ま
す

▲おもて面には、顔写真や氏名、住所、
　生年月日などが記載

▲うら面には、マイナンバーのほか、
　電子証明に使うＩＣチップも搭載

サバ缶とコメ2㌔の
セット



【納付はアプリやコンビニでも】
　スマートフォンの決済アプリや、コンビニでも納付できます。

▶対 象 税 目   個人事業税、不動産取得税、自動車税種別割
　　　　　　　※税額 30 万円以下のみ

▶対象アプリ　P
ペ イ ペ イ

ayPay、モバイルレジ、L
ラ イ ン

INE P
ペ イ

ay
　　　　　　　※領収書は発行できません

▶コンビニ納付　税額 30 万円以下のみ
　　　　　　　※現金で納付

広報おばま　令和 3 . 9 ⓰⓱ 広報おばま　令和 3 . 9

くらしの情報
掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

　県では、令和３年度の個人事業税の通知書を、以下
のとおり発送します。期限内の納付をお願いします。

アプリでの納付について、詳しくは
県HP（右のQRコード）を参照

個人事業税の
納税通知書発送について

■問い合わせ　嶺南振興局税務部☎ 56・2223

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

そらのとり
こども園

生守団地

●1

至 国
道

27 号 ➡︎

位置図

ビレッジハウス生守

公有地を
売却します

　市では、以下の公有地を一般競争入札により売却し
ます。購入を希望する人は、営繕管財課管財グループ
まで問い合わせてください。
　なお、落札されなかった物件は、希望者に先着順で
売却します。■問い合わせ　営繕管財課☎ 64・6081

用途地域 地積
（m2）

最低売却価格
（千円）地目 建ぺい率／容積率

指定なし
1,693.96 20,959

宅地 60 ／ 200

【対象物件】
▶物件番号　❶
▶所 在 地　生守 41-38-2　ほか 5 筆
▶備　　考　電柱１本あり、一部が土砂災害特別　
　　　　　    警戒区域および土砂災害警戒区域、　　　
　　　　　    浸水想定区域

▶入札期間　9 月 1 日㊌〜 14 日㊋
　　　　　　（庁舎２階 営繕管財課で受け付け）
▶開 札 日　9 月 15 日㊌（庁舎４階入札室にて）
▶入札の流れ　①入札の公示、②入札、③開札・落札者
　　　　　　決定、④契約、⑤代金支払・所有権移転

10月初旬のイベント

13 時〜 17 時 30 分（終了予定）時 所 旧宮川小学校（竹長）

１0日㊐ 恋するマーメイド「小浜婚活物語」第５章

運命の相手との「初恋」を後押しする婚活イベントを行います。

問 小浜商工会議所青年部 婚活実行委員会☎ 52・1040　

対 25 歳〜 45 歳の独身で、男性は市内に在住もしくは勤務、
女性は嶺南に在住もしくは勤務している人

金 男性 3,000 円　女性 1,000 円
申  9 月23 日㊍㊗までに要事前申込、

男女とも 15 人

▶融資限度額　 150 万円
　　　　　　　 ※供用開始から３年以上経過した区域は
　　　　　　　　   100 万円
▶融 資 利 率 　年１．５%（令和３年４月１日現在）
▶償 還 期 間     60 カ月（５年）以内
▶そ　の　他　 各金融機関によっては保証料が必要な
  　　　　　　　場合があります

■問い合わせ　上下水道課☎ 64・6029

９月10日は

「下水道の日」

　９月 10 日は、第 61 回「下水道の日」です。下水道は、
トイレの水洗化などの生活環境の改善のほか、川や
海の水質保全のためになくてはならないものです。
　水は、全ての生命の源。小浜の豊かな自然と私た
ち自身を守るため、水をきれいに保つ下水道の整備
にご協力をお願いします。

13 時 30 分〜 15 時時

所 ①福井県立大学小浜キャンパス 多目的ホール（学園町）
②動画共有サイト「Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTube」でのオンライン視聴

2日㊏ 県大 "実は百年 " 記念フォーラム「水産増養殖と環境まちづくり」

　福井県立大学では、小浜市に全国初となる水産増養殖を専門に
学ぶ新学科「先端増養殖科学科」を令和４年４月に開設します。ゲ
ノム科学、Ａ

エーアイ
Ｉ解析、Ｉ

アイオーティー
ｏＴなど幅広い先端技術を活用する「未来

の水産増養殖」が地域活性化に果たす役割について議論します。

問 福井県立大学☎ 0776・61・6000　　

金 無料

申 ①は 9 月 27 日㊊までに、②は 9 月 30 日㊍までに
要事前申込、①は先着 60 人、②は人数制限なし

＝時間時 金 ＝料金所 ＝会場

申 ＝申込締切、定員など 問 ＝問い合わせ先、申込先

内 ＝内容

凡例

対 ＝対象

　アメニティ（水洗便所改造）資金は、公共下水
道がすでに整備された区域内で、水洗便所に改造
する場合に利用できる融資制度です。

　法律により、下水道がすでに整備された
区域では、すみやかに下水道に接続しなけ
ればなりません。

　台所、風呂などの排水
設備は１年以内に、汲み
取り便所は３年以内に水
洗便所に改造し、下水道
への接続をお願いします。

小浜税務署が庁舎移転します

　小浜税務署が、以下の場所へ移転します。

■問い合わせ　小浜税務署総務課☎ 52・1008
　　　　　　　※自動音声案内で、「２」を選択

▶移　転　先　小浜市後瀬町７−10 小浜地方合同庁舎４階

▶業務開始日　９月 21 日㊋

市役所

小浜病院
市民体育館

小浜駅

位置図

国道 27 号線

小浜税務署
（小浜地方合同庁舎 4 階）

9月分は18Pに掲載Event

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

下水道への接続のお願い アメニティ資金をご利用ください

サンセットクルーズ・乗り合い型交通サービスを実施

　おばま観光局では、コロナ禍後を見据え、将来的な
観光客の市内での周遊を促すため、９〜 11 月にかけ
て、市内で国の補助を受けた実証実験を行います。

■問い合わせ　若狭おばま観光案内所☎ 52・3844

蘇洞門めぐり遊覧船 で「おばま秋色浪
ろまん

漫クルーズ」

　通常運航に加えて、若狭湾の夕暮れを船上で楽しむ
「サンセットクルーズ」が運航。※有料

「おばまＡ
エーアイ
Ｉ運行バス」で 市内周遊

　市内に点在する神社仏閣や民宿・旅館などと市内
中心部の行き来を行うことができる、乗り合い型交通
サービスを無料で運行。

◀詳しくは
同 青 年 部
HP を参照

市民の皆さんも利用できます。詳しくは、若狭
おばま観光案内所 HP（右の QR コード）を
参照してください

小浜二中

通知書発送 納期限

第１期 ９月 10 日㊎以降 ９月 30 日㊍

第２期 11 月 10 日㊌以降 11 月 30 日㊋
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生
活
の
と
び
ら

健
康

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

を
飲
む
量
を
調
節
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
体
重
60
㌔
の
人
の
場
合
、

約
１
２
０
０
ｍℓ
の
尿
量
が
適
切
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
カ
フ
ェ
イ
ン
は
、
尿

量
増
加
、
膀ぼ

う
こ
う胱

知
覚
過
敏
、
不
眠
の
原
因

と
な
る
た
め
、
夕
食
以
後
や
就
寝
４
時
間
〜

６
時
間
前
の
摂
取
は
避
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
１
日
尿
量
が
、
体
重
１
㌔
あ
た
り

夜
間
多
尿
に
つ
い
て

夜
間
頻
尿
と
夜
間
多
尿

　

夜
間
頻
尿
は
排
尿
の
た
め
に
夜
間
に

１
回
以
上
起
き
る
症
状
で
、
50
歳
以
上

の
60
％
〜
80
％
の
人
が
夜
間
頻
尿
を
自

覚
し
て
い
ま
す
。
１
日
尿
量
の
う
ち
、
就

寝
中
の
尿
量
が
、
若
年
成
人
で
は
20
％
、

65
歳
以
上
で
は
33
％
を
越
え
た
場
合
を

夜
間
多
尿
と
言
い
ま
す
。
原
因
に
は
、

過
剰
な
水
分
摂
取
、
加
齢
、
心
血
管
機

能
の
低
下
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

排
尿
日
誌
の
す
す
め

　

夜
間
多
尿
の
診
断
に
は
、
起
床
時
か

ら
翌
朝
ま
で
排
尿
し
た
時
刻
と
排
尿
量

を
記
録
す
る
「
排
尿
日
誌
（
下
図
）」
の

作
成
が
効
果
的
で
す
。
計
量
に
は
、
調

理
用
計
量
カ
ッ
プ
の
使
用
が
便
利
で
す
。

水
分
摂
取
量
の
調
節
が
重
要

　

夜
間
多
尿
の
改
善
に
は
、
水
分
摂
取

量
の
調
節
が
重
要
で
す
。
身
体
に
必
要

な
水
分
量
は
発
汗
量
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
の
で
、
１
日
尿
量
が
体
重
１
㌔
あ

た
り
20 

ｍℓ
〜
25 

ｍℓ
と
な
る
よ
う
に
、
水

泌

尿

器

科

鈴す
ず
き木 

裕ゆ
う
じ志 

医
師

掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります

2021

9イベントスケジュール
市内の催し物情報を発信

くらしの情報

Event

13 時 30 分〜 15 時 30 分時

所 若狭ふれあいセンター（日吉）

問 観光ボランティアガイド若狭の語り部 担当 松
ま つ き

木さん
☎︎ 090・2121・5209

12 日㊐ もっと知ろう　小浜の歴史と文化⑤

観光ボランティアガイド「若狭の語り部」による、市民公開
講座の第 5 回は、「象がはじめて来た小浜の町の成立と町名」
をテーマに、かつて日本有数の港町であった小浜の町の成
り立ちについて学びます。講師：下

したなか

仲隆
たかひろ

浩（文化交流課）

申 6 日㊊までに要事前申込。先着 30 人

金 無料

金 無料

9 時〜 17 時（10 日㊎は 16 時まで）時

所 市庁舎 市民ホール（大手町）

6 日㊊ 〜 10 日㊎ つきイチ「バラエティー」

小浜市俳句作家協会の会員らによる「ふるさと百景 俳句短冊展」です。

問 文化会館☎︎ 53・9700

5 日㊐ まちの駅マルシェ

10 時〜時 所 まちの駅（白鬚） 問 まちの駅☎︎ 52・2000

ちりとてちん弁当や野菜、ウッドキャンドルなどの販売のほか、海に
漂着したペットボトルから作られたサングラスやぺっちん作品を展示。

問 食文化館☎︎ 53・1000

今回は「発酵とフランス料理」をテーマに、へしことじゃが
いものキッシュ、クスクスと豆のスープ、甘酒のフレンチトー
ストを作ります。

いずれも 10 時〜 13 時時

金 1,000 円

所 食文化館（川崎三丁目）

18 日㊏・19 日㊐ 食文化館 季節の調理体験

申 3 日前までに要事前申込。先着 16 人
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問 小浜謳楽会代表の村
むらやま

山さん☎︎ 090・8703・5939

能楽の謡曲と仕舞の発表会で、能楽師ほか同門会員が成果を披
露します。若狭高校書道部による「世

ぜ あ み
阿弥の言葉」作品も展示。

開演 9 時 30 分〜時 金 無料所 文化会館（大手町）

18 日㊏ 観
かんぜりゅう

世流謡曲仕舞 武
たけだ

田謳
おうらく

楽会 秋季大会

12 日㊐ 第 1 回 小浜市成人大学講座

「災害時における心と体のセルフケア〜被災地に学び、災害
に備える〜」をテーマに、災害・避難時に真っ先に求められ
るもの・行動や、被災したときの心のケアについて学びます。
講師：酒

さ か い

井明
あ き こ

子さん（福井大学 医学部看護学科 教授）
10 時 00 分〜 11 時 30 分時

金 無料

所 今富公民館（和久里）

問 生涯学習スポーツ課☎︎ 64・6033

申 9 日㊍までに要事前申込、先着 40 人程度

問 文化会館☎︎ 53・9700

日本水彩画会会員の絵画作品 50 点の展示を行います。

10 時〜 17 時（29 日㊌は 15 時まで）時 金 無料

所 福井新聞小浜支社 1 階 コミュニティーホール（後瀬町）

24 日㊎ 〜 29 日㊌ 日本水彩画会 福井支部 絵画展

問 文化会館☎︎ 53・9700

小浜市茶道連合会が、月を眺めながら茶道を楽しむ茶会を行います。

19 時〜 20 時時

金 茶券 500 円　※茶券は、文化会館で取り扱います

所 まちの駅（白鬚）

20 日㊊㊗ お月見茶会

対  小浜市民

開場 13 時 30 分〜　開演 14 時〜時

金 前売券 1,500 円　当日券 2,000 円　※全席自由席

所 まちの駅旭座（白鬚）

問 まちの駅☎︎ 52・2000

26 日㊐ 第 1 回旭座奮闘落語会

内 落語：桂
かつら

米
よ ね じ

二、笑
しょうふくてい

福亭たま、桂
かつら

三
さ ん が

河、月
つきてい

亭遊
ゆ う ま

真
三味線：はやしや京

きょうこ

子　※チケットはまちの駅限定販売

上方落語期待の若手落語家を中心とした落語会を開催します。

スケジュールEvent 10 月初旬分は１７P に掲載

＝時間時 金 ＝料金所 ＝会場

申 ＝申込締切、定員など 問 ＝問い合わせ先、申込先

内＝内容

凡例

対＝対象

20 

ｍℓ
以
下
に
な

る
と
、
脱
水
の

危
険
が
あ
り
ま

す
。
特
に
高
齢

者
は
、
脳
梗
塞

発
症
の
危
険
性

を
高
め
る
と
報

告
さ
れ
て
い
る

た
め
、
適
正
量

の
水
分
摂
取
が

必
要
で
す
。

【図】
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隊
員
た
ち
の
よ
も
や
ま
日
誌

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、
日
々
の
活
動
や
感
じ
た
こ
と
を
リ
ポ
ー
ト
！

今
後
も
「
食
」
を
通
じ
て

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就
任
し
て
、
７
月
で

丸
１
年
に
な
り
ま
し
た
。 

　

昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
私
が
料
理

人
と
し
て
働
く
「
レ
ス
ト
ラ
ン
内
外
海
」
で
も
、

１
年
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

中
で
も
特
に
う
れ
し
か
っ
た
の
が
、「
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
北
陸
２
０
２
１
特
別
版
」
に
掲
載

さ
れ
た
こ
と
で
す
。 

　

こ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
地
元
食
材
を

使
っ
た
『
内
外
海
料
理
』
の
魅
力
が
認
知
さ
れ
、

大
変
う
れ
し
い
思
い
で
す
。 

　

ま
た
、
こ
の
夏
に
は
、
宿
泊
棟
と
合
わ
せ
た

複
合
施
設
「
シ
ー
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
志
積
」
と
し

て
初
め
て
の
夏
の
営
業
を
迎
え
ま
し
た
。 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

今
年
も
海
開
き
が
中
止
と
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、収
束
し
た
際
に
は
、

お
越
し
い
た
だ
く
お
客
様
に
満
足
い
た
だ
け
る

よ
う
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
整
え
て
お
き
、 

今

後
も
「
食
」
を
通
じ
て
地
域
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
け
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

先日、まちの駅でイベントに参加
し、 たくさんのお客様に足を運んで
いただきました。今後もさまざま
な機会をとらえ、料理を通じて魅
力を発信していきたいと思います。

地
域
の
魅
力
を
発
信

今月号は

柳
やなぎ

　　 信
し ん ご

吾
がお届けします
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燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い

（23 歳・玉前）

　

海
上
保
安
官
の
職
に
就
い
て
約
３
年
に

な
る
坂
本
さ
ん
は
、
小
浜
海
上
保
安
署
（
川

崎
一
丁
目
）
を
拠
点
に
、
高
浜
町
〜
若
狭

町
を
管
轄
と
す
る
「
巡
視
艇
あ
お
か
ぜ
」

に
乗
船
し
、
海
上
の
安
全
と
治
安
を
守
っ

て
い
ま
す
。

　

坂
本
さ
ん
が
海
上
保
安
官
を
志
し
た

き
っ
か
け
は
、
現
在
も
楽
し
む
カ
ヌ
ー
競

技
。「
高
校
生
の
時
、
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て

カ
ヌ
ー
を
始
め
て
か
ら
、
次
第
に
船
に
魅

力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
在
学
中
に
出

会
っ
た
今
の
仕
事
を
目
指
し
ま
し
た
」
と
、

語
り
ま
す
。

　

こ
の
４
月
に
着
任
し
た
同
署
で
の
仕
事

で
は
、「
海
難
救
助
や
治
安
の
維
持
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
情
報
収
集
や
海
難

防
止
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
前
部
署
で

は
大
型
の
巡
視
船
に
乗
り
、
主
に
領
海
警

備
な
ど
の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
頃
に
比
べ
、
地
域
の
人
と
話
す
機
会

も
増
え
ま
し
た
」

　
「
救
難
の
場
面
で
は
、
地
域
の
人
や
海
に

携
わ
る
人
と
の
良
好
な
協
力
関
係
が
大
切

で
す
。
こ
れ
か
ら
顔
を
覚
え
て
も
ら
っ
て
、

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、

に
こ
や
か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 坂

さ か も と

本 大
だ い ち

智 さ
ん

勤務先　小浜海上保安署 女子バスケットボール部　キャプテン

活
気
あ
ふ
れ
る
チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い

（小浜中学校２年生）

植
う え む ら

村 結
ゆ あ

愛 さ
ん

　

夏
の
暑
さ
に
も
負
け
ず
、
練
習
に
取
り

組
む
小
浜
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
で
は
、１
年
生
12
人
、２
年
生
４
人
が
、

ひ
た
む
き
に
練
習
を
積
ん
で
い
ま
す
。

　
「
仲
間
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
息
を

合
わ
せ
て
攻
撃
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
楽
し
い
」
と
、
競
技
の
魅
力
を
話
す
植

村
さ
ん
は
、
１
カ
月
前
に
新
キ
ャ
プ
テ
ン

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

植
村
さ
ん
が
、
部
活
動
で
も
っ
と
も
大

切
に
す
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

「
以
前
、試
合
で
先
輩
か
ら
、『
大
丈
夫
、も
っ

と
攻
め
て
い
い
』
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
こ

と
を
思
っ
て
言
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
う

れ
し
か
っ
た
し
、
先
輩
の
言
葉
に
応
え
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
と
振

り
返
り
、「
普
段
か
ら
部
員
全
員
と
会
話
を

し
て
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
互
い

に
高
め
合
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
、

笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

部
の
目
標
は
、
来
夏
の
県
大
会
優
勝
。

植
村
さ
ん
は
、「
全
員
の
心
を
一
つ
に
し
て
、

活
気
あ
ふ
れ
る
チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い
」

と
、
今
後
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

若
狭
東
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に

は
、
３
年
生
８
人
、
１
年
生
１
人
が
所
属
。

校
内
や
総
合
運
動
場
（
口
田
縄
）
の
コ
ー
ト

で
、
日
々
の
練
習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
か
ら
競
技
を
始
め
た
岡
さ
ん
は
、

「
入
学
時
の
部
活
体
験
で
、
数
あ
る
部
活
動

の
中
で
も
、
１
番
楽
し
そ
う
に
活
動
す
る

雰
囲
気
に
引
か
れ
ま
し
た
」
と
入
部
。
キ
ャ

プ
テ
ン
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
率
先
し
て

部
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、「
試
合
中
の
声
出

し
や
、
日
頃
の
部
員
た
ち
へ
の
声
掛
け
を

積
極
的
に
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

　

顧
問
の
上う

え
や
ま山
先
生
か
ら
「
キ
ャ
プ
テ
ン
と

し
て
、ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、部
を
引
っ

張
っ
て
く
れ
る
大
き
な
存
在
」
と
評
さ
れ
る

岡
さ
ん
。
取
材
中
も
部
員
た
ち
か
ら
盛
ん
に

声
を
掛
け
ら
れ
、
笑
顔
を
見
せ
る
姿
か
ら
、

日
頃
の
仲
の
良
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

８
月
の
大
会
を
最
後
に
引
退
す
る
岡
さ

ん
は
、「
競
技
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
仲
間

の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
」
と
感
謝
を
示
し
、

唯
一
の
選
手
と
な
る
１
年
生
へ
「
ペ
ア
練

習
も
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、

な
ん
と
か
引
退
ま
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
続

け
て
欲
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

男子ソフトテニス部　キャプテン

岡
お か

 潤
う る く

空 さ
ん

（若狭東高校３年生）

燃えろ！青春！部活道
仲
間
の
支
え
に
感
謝

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
交
流
の
場
に

　

舗
装
の
な
い
悪
路
も
軽
々
と
進
む
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
）。
内
藤
さ
ん
は
、

平
成
３
年
に
若
狭
地
域
の
愛
好
家
で
つ
く
る

チ
ー
ム「
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｇ
ａ
ｎ
ｇ
！
」

を
結
成
し
、現
在
も
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
も
と
も
と
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド

ア
が
趣
味
で
、
行
動
範
囲
が
広
が
る
Ｍ
Ｔ

Ｂ
に
興
味
を
持
っ
た
」
と
い
う
内
藤
さ
ん
。

「
自
動
車
と
は
違
う
速
さ
で
流
れ
る
景
色
に

は
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
魅
力
が
あ
る
。

日
々
の
通
勤
で
も
、
い
つ
も
と
違
う
小
道

へ
ふ
ら
り
と
入
る
だ
け
で
、
新
鮮
な
気
持

ち
に
な
れ
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
結
成
の
翌
年
か
ら
毎
年
、

青
井
区
と
東
勢
区
を
結
ぶ
自
転
車
道
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
お
り
、

こ
の
７
月
に
は
通
算
30
回
目
と
な
る
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

内
藤
さ
ん
は
、「『
や
め
る
の
は
い
つ
で

も
で
き
る
か
ら
』
と
言
っ
て
続
け
て
い
た

ら
、
い
つ
の
間
に
か
30
年
が
経
っ
て
い
た
」

と
振
り
返
り
、「
中
に
は
、
小
学
生
の
頃

か
ら
今
で
も
参
加
し
て
く
れ
る
人
も
い
る
。

今
で
は
こ
の
活
動
が
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の

交
流
を
深
め
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

と
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

らり！小浜人き

若狭 MTB クラブ R
リ ン リ ン ギ ャ ン グ

ingRingGang ！ 会長

（60 歳・竜前）

内
な い と う

藤 高
た か お

雄 さ
ん
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■休館日

市立図書館
7 日㊋・14 日㊋・15 日㊌・19 日㊐・
20 日㊊㊗・21 日㊋・23 日㊍㊗・28 日㊋

温水プール 6 日㊊・13 日㊊・21 日㊋・27 日㊊

若狭図書学習
センター

6 日㊊・13 日㊊・21 日㊋・24 日㊎・
27 日㊊
※ 30 日㊍は 2F のみ休館

市民サービス
コーナー

19 日㊐・20 日㊊㊡・23 日㊍㊗

■休日当番医

※★印の当番医の日は、小児患者は、杉田玄白記念公立小浜病院（大
　手町）で小児科医が休日診療を行います■体や心・生活の相談

各 種 相 談・ 休 館 日 な ど

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります■法律や行政・その他の相談

窓口の延長について

市役所 1 階の窓口（市民福祉
課、高齢・障がい者元気支援
課、子ども未来課、税務課、環
境衛生課、会計課）では、毎
週 金 曜 日（ 祝 日・ 年 末 年 始
を 除 く ） の 執 務 時 間 を 18 時
30 分まで延長しています。

  5 日㊐　 ★田中整形外科医院（千種一丁目） ☎ 52・6868

12 日㊐　 ★しんたにクリニック（駅前町） ☎ 64・5321

19 日㊐　 中山クリニック（多田） ☎ 56・5588

20 日㊊㊗ ★吉井医院（塩竃） ☎ 52・0028

23 日㊍㊗ ★田中病院（遠敷十丁目） ☎ 56・5353

26 日㊐　 ★にしお内科クリニック（南川町） ☎ 53・2407

相 談 名 開 催 日 時 間 と こ ろ 問い合わせ

弁護士無料相談※ 7 日㊋ 13 時 30 分〜 15 時 働く婦人の家 福井弁護士会☎ 0776・23・5255

出張年金相談※ 9 日㊍、22 日㊌ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館４階 敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9905

結婚相談（本人のみ） 9 日㊍ 19 時〜 20 時 30 分 文化会館 1 階
小浜市婦人福祉協議会
☎ 090・4329・0346

25 日㊏ 13 時 30 分〜 15 時 30 分
文化会館 4 階結婚相談 16 日㊍ 9 時 30 分〜 11 時 30 分

高齢者専門相談（法律）※ 16 日㊍ 13 時〜16 時 県社会福祉協議会嶺南支所 同☎ 52・7833

行政相談※ 21 日㊋ 13 時 30 分〜 14 時 30 分 市役所 1 階 広報・デジタル推進課
☎ 64・6009

赤い羽根相談会（法・税・登記など）※ 26 日㊐ 13 時〜 16 時 サン・サンホーム小浜 ワカサリーガルパートナーズ
☎ 56・5533（平日 9 時〜 17 時）

法律相談（消費生活トラブル）※ 30 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

■子育て情報 ※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

催 し と き 内 容 と こ ろ・問 い 合 わ せ

誕生会※
29 日㊌
10 時〜11 時

今月に誕生日を迎えるお子さんのお祝いをし
ましょう。

子育て支援センター
問同☎ 56・3386

母乳育児相談
14 日㊋、28 日㊋
10 時〜 11 時 30 分

助産師による母乳育児の相談です。体重・哺乳量の測
定も可能。28日㊋は 10 時から「断乳の話」も同時開催。

働く婦人の家
問健康管理センター☎ 52・2222

スクスク元気っ子教室※
13 日㊊
10 時〜 11 時

離乳食の相談、発育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です。

健康管理センター
問同☎ 52・2222

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

お気軽にご来店下さい。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

ＢＳ４Ｋ放送対応ＳＴＢを
４Ｋ対応テレビには

おすすめします！

BS4K 放送が見れて! 録れて!
取付料金 27,500 円（税込）！

BS4K 放送対応 STB （2TB HDD 内蔵）

詳しくはチャンネル Oまでお問い合わせください。
　　　　☎ ( ０７７０) ５２−７２００

お知らせ

【各種催しや相談について】
新型コロナウイルス感染症の影
響により、中止や変更になる場
合があります。参加を希望する
人は、各問い合わせ先に事前に
確認してください。

相 談 名 と き 内 容 と こ ろ・問 い 合 わ せ

精神保健相談※
7 日㊋、21 日㊋
10 時〜11 時 30 分

心の病気や、アルコール問題、認知症
に関する相談に精神科医が応じます。

若狭健康福祉センター
問同☎ 52・1300

エイズ、肝炎相談・検査
6 日㊊
9 時〜10 時 30 分

匿名で、エイズ・肝炎に関する検査や、
相談（月〜金、8 時 30 分〜 17 時）
を受けることができます。

こころの相談
①毎週㊌10時〜16時
②毎週㊎12時〜17時

心の悩みを相談してください。
①市社会福祉協議会問同☎ 56・5802
②つみきハウス問同☎ 53・1190

臨床心理士による
こころの相談※

28 日㊋
9 時 30 分〜 11 時 30 分

心や体の状態などに悩んでいる人や、
その家族を対象に、臨床心理士が相
談に応じます。

市役所１階
問高齢・障がい者元気支援課☎ 64・6012

心配ごと相談
8 日㊌
13 時〜16 時

介護など生活での困りごとの相談に
応じます。

市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802

人権相談
22 日㊌
13 時〜 15 時

悩みごと、心配ごとのある人は、気
軽に相談してください。

働く婦人の家
問福井地方法務局小浜支局☎ 52・0238

カフェ・ぽ〜れ
17 日㊎
10 時〜 11 時 30 分

高齢者の生きがいや認知症予防の活動・
相談ができます（参加費 100 円）。

若狭ふれあいセンター
問坂

さかがみ

上和
か ず よ

代さん☎ 090・5686・4147

おひさまカフェ
21 日㊋
10 時〜 12 時

認知症予防に関わる人たちの憩いの
場です（参加費 100 円）。

ふるさと茶屋「清右ヱ門」
問小

お が わ

川さん☎ 64・5142

広告
随時募集中

お問い合わせは
広報・デジタル推進課まで

☎ 64・6009

【訂正とお詫び】先月号の「暮らしの情報」内、「小浜市総合文化祭 短歌大会　参加（展示）作品（16P）」について、問
い合わせ先の電話番号に誤りがありました。正しくは「☎ 090・3885・2012」です。訂正してお詫びします。
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人の動き（8月１日）

【人　口】28,730人（前月比  -42人）
【世帯数】12,127世帯

【男性】 14,131人
【女性】 14,599人

【転入】34人  【転出】59人
【出生】15人  【死亡】32人

●酷暑の中、夏休みを満喫する子どもたちを追い
かけて「川崎まんぷく新発見ツアー」( 写真上 )
に同行▶︎冷凍庫内の耐えられないほどの寒さに驚
き、七輪で焼くしょうゆ干しの魚のおいしさに感
激する子どもたちの表情やしぐさを追いかけて、
ひたすらシャッターを切って撮った写真が数百枚
に▶︎残す写真選びに悩みながらも、子どもたち
の笑顔に元気をもらった１日になりました（理）

川崎海の駅まんぷく新発見ツアーで調理体験（食文化館・7月 31 日）

●今月は、若狭高校の実習船「雲
うんりゅうまる

龍丸」の体験
航海を取材（11P）▶︎操

そ う だ

舵体験では、実際に船
を操作できるとあって、参加した子どもたちは大
盛り上がり▶︎無邪気に舵

かじ

を切る様子に、「私も小
さい頃は、公園で船を模した遊具の舵を回して
喜んでたなあ」と懐かしい気分に▶︎私にとっての
遊具のように、この体験が、子どもたちの思い
出にいつまでも残って欲しいと思いました（池）


